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文化財・建築

野
村
俊
一〈
編
〉

伝
達
と
変
容
の

日
本
建
築
史

伝
わ
る
か
た
ち
／
伝
え
る
わ
ざ

定価3,850円（税込）
本体3,500円

B5判・並製カバー装・216頁
ISBN978-4-585-35001-9　C1052

2022年7月刊行

貴
重
な
史
資
料
が
織
り
な
す「
か
た
ち
」と「
わ
ざ
」の
日
本
建
築
史

建
築
は
多
く
の
異
な
る
部
分
が
集
合
し
て
全
体
が
編
成
さ
れ
る
。

組
物
や
彫
物
、座
敷
飾
り
な
ど
の
実
在
の
建
築
を
成
立
さ
せ
る「
モ
ノ
」、

あ
る
い
は
、モ
ノ
や
人
間
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
関
に
よ
り
拡
が
る「
空
間
」。

時
間
や
場
所
、文
脈
を
超
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
取
捨
選
択
さ
れ
、

そ
の
組
合
せ
が
多
種
の「
か
た
ち
」を
織
り
な
す
こ
と
で
、

豊
か
な
建
築
の
世
界
を
創
り
出
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、こ
の
建
築
の「
か
た
ち
」を
繰
り
出
し
、伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、

大
工
技
術
や
図
面
表
記
法
を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま
な「
わ
ざ
」の
工
夫
が
あ
っ
た
。

各
地
に
残
る
建
築
の
歴
史
に
関
わ
る
諸
種
の
資
料
は
、

こ
れ
ら「
か
た
ち
」と「
わ
ざ
」相
互
の
反
復
運
動
が
、

時
代
と
と
も
に
建
築
の
歴
史
の
一
端
を
紡
い
で
い
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

野
村
俊
一（
の
む
ら
・
し
ゅ
ん
い
ち
）

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市・建
築
学
専
攻
准
教
授
、博
士（
工
学
）。

（
主
要
業
績
）『
建
築
遺
産
　
保
存
と
再
生
の
思
考―

災
害
・
空
間
・
歴
史
』（
共
編
、東
北
大
学
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）、

「
黎
明
期
の
五
山
叢
林
と
そ
の
建
築・行
事
」（
共
著
、小
島
毅
監
修・島
尾
新
編『
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
だ
す
4
　
東
ア
ジ

ア
の
な
か
の
五
山
文
化
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
三
年
）、「『
建
長
寺
指
図
』と
仏
殿
・
法
堂
・
衆
寮
」（
共
著
、村
井
章
介

編『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
建
長
寺
　
宗
教・政
治・文
化
が
交
叉
す
る
禅
の
聖
地
』勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

﹇
総
論
﹈

建
築
が
伝
わ
る
こ
と
／
建
築
を
伝
え
る
こ
と
◎
野
村
俊
一

第
一
部
　
伝
わ
る
か
た
ち

1
　
組
物
1
…
…
古
代
建
築
の
組
物
と
そ
の
変
遷

2
　
組
物
2
…
…
中
世 

取
捨
選
択
さ
れ
る
軒
下

3
　
蟇
股
…
…
伝
播
と
か
た
ど
り

4
　
木
鼻
…
…
伝
わ
る
繰
形

5
　
仏
の
空
間
…
…
密
教
・
浄
土
の
表
現
と
伝
播

6
　
障
壁
画
…
…
世
界
の
表
象
と
格
式

7
　
座
敷
飾
…
…
飾
り
の
編
成

8
　
御
所
…
…
追
憶
さ
れ
る
平
安
宮

9
　
神
社
…
…
神
明
造
の
差
異
と
反
復

10
　
伽
藍
…
…
禅
院
の
伽
藍
と
そ
の
変
容

11
　
大
仏
殿
…
…
東
山
大
仏
殿 

豊
臣
政
権
の
栄
華
と
そ
の
記
憶

12
　
層
塔
…
…
層
塔
建
築
の
系
譜

13
　
楼
閣
…
…
み
る
こ
と
の
欲
望
と
制
度

第
二
部
　
伝
え
る
わ
ざ

14
　
大
工
道
具
…
…
工
匠
と
技
術
・
道
具

15
　
小
建
築
…
…
小
建
築
の
造
形

16
　
絵
図
1
…
…
図
法
と
視
点

17
　
絵
図
2
…
…
信
仰
と
絵
解
き

18
　
図
面
1
…
…
建
地
割
図
の
誕
生
と
指
図

19
　
図
面
2
…
…
近
世
の
建
地
割
図
が
果
た
し
た
役
割

20
　
図
面
3
…
…
仙
台
藩
の
建
築
絵
図
と
伝
え
る
わ
ざ

21
　
大
工
文
書
…
…
技
術
の
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

22
　
起
し
絵
図
…
…
起
し
絵
図
の
多
彩
な
形
式
と
機
能

﹇
小
論
﹈

1
　
日
本
建
築
に
お
け
る
過
去
の
継
承
と
復
古
◎
加
藤
悠
希

2
　
技
術
伝
播
・
工
匠
・
道
具
◎
海
野 

聡

3
　
伝
統
的
な
図
面
表
現
と
建
築
の
近
世
・
近
代
◎
中
村
琢
巳

﹇
講
演
﹈

建
築
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
◎
光
井 

渉

﹇
資
料
﹈

巻
末
参
考
図
版

　
01 

建
築
部
材
名
称

　
02 

三
手
先
隅
組
物
の
系
譜

　
03 
組
物
の
種
類

　
04 
掲
載
作
品
分
布
図

掲
載
作
品
目
録

参
考
文
献
一
覧

あ
と
が
き
◎
野
村
俊
一

執
筆
者
紹
介

目
次

日
本
建
築
史
を
彩
る
素
晴
ら
し
い「
か
た
ち
」と「
わ
ざ
」の
世
界
を
、

190
点
を
超
え
る
カ
ラ
ー
図
版
と
と
も
に
読
み
解
く
画
期
的
な
一
冊
！

日本古典文学

『
伊
勢
物
語
』、『
源
氏
物
語
』、

『
土
左
日
記
』、『
更
級
日
記
』…
。

様
々
な
作
品
が
相
互
に
連
関
し
、

漢
詩
や
和
歌
な
ど
に
も

多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
平
安
文
学
。

そ
れ
は
平
安
時
代
の
み
な
ら
ず
、

近
世
、近
現
代
の
文
学
な
ど
、

現
代
に
も
つ
な
が
る
潮
流
と
な
り

変
容
を
遂
げ
続
け
て
い
る
。

流
動
し
続
け
る
平
安
文
学
の

深
く
豊
か
な
世
界
を
解
き
明
か
す
。

平
安
文
学
研
究
を
領
導
す
る

二
十
二
の
論
考
に
よ
る
知
の
饗
宴
。

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

中
野
幸
一﹇
編
﹈

も
く
じ

有
馬
義
貴
◉
諸
巻
の
読
ま
れ
方
を
め
ぐ
る『
源
氏
物
語
』作
者
の
意
識

　―

順
番
の
問
題
を
中
心
に
、手
紙
と
い
う
方
法
に
着
目
し
て

稲
垣
智
花
◉『
大
鏡
』に
お
け
る
歌
語
り
の
享
受―

〈
負
性
〉を
表
す
方
法
と
し
て
　

大
倉
比
呂
志
◉『
土
佐
日
記
』亡
児
追
憶
の
原
形
質―

『
万
葉
集
』か
ら
の
遡
及

　―

付
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』へ
の
波
及
　

川
名
淳
子
◉『
紫
式
部
日
記
』と「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」の
間―

〈
描
か
れ
た
〉五
十
日
の
祝
い
を〈
読
む
〉

木
戸
久
二
子
◉
三
河
の
国
八
橋
に
つ
い
て
　

金
秀
美
◉
国
宝『
源
氏
物
語
絵
巻
』「
夕
霧
」の
象
徴
性
を
読
み
解
く―

夕
霧
の
服
装
が
み
ち
び
く
も
の
　

金
孝
淑
◉
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
メ
ディ
ア
と
教
科
書
、そ
し
て『
源
氏
物
語
』

　―

「
朝
鮮
日
報
付
録
」「
学
習
ペ
ー
ジ
」の「
脚
本
源
氏
物
語
」を
中
心
に
　

久
下
裕
利
◉
玉
鬘
十
帖
の
成
立
と
位
相
　

栗
山
元
子
◉『
源
氏
物
語
』と「
高
唐
賦
」

　―

朝
顔
巻
巻
末
の
藤
壷
の
亡
霊
出
現
と
柏
木
の
死
を
め
ぐ
る
表
現
に
お
け
る
影
響
の
可
能
性

髙
野
浩
◉『
蜻
蛉
日
記
』兼
家
の
求
婚
場
面
試
解

　―

「
し
れ
た
る
や
う
な
り
や
」、「
人
知
れ
ず
」歌
を
中
心
に
　

早
乙
女
利
光
◉『
伊
勢
物
語
』芥
川
章
段―

女
を「
お
ふ
」の
か「
ゐ
る
」の
か
　

助
川
幸
逸
郎
◉
眠
れ
る
美
女
に
こ
が
れ
る
薫―

源
氏
物
語
と
川
端
文
学
が
共
有
す
る「
エ
ロ
ス
の
構
造
」　

半
谷
芳
文
◉
奈
良
末
・
平
安
初
期
に
お
け
る
初
唐
総
集
の
受
容

　―
釈
慧
浄
編『
続
詩
苑
英
華
十
巻
』の
伝
来
と
流
布
、及
び
序
文
の
訓
注
　

緑
川
眞
知
子
◉The Tale of G

enji

と
の
日
々

　―
ロ
イ
ヤ
ル・
タ
イ
ラ
ー
氏
自
伝『
盲
亀
大
海
を
た
ゆ
た
う―

自
伝
的
回
想
録
』か
ら
　

門
澤
功
成
◉『
う
つ
ほ
物
語
』忠
こ
そ
巻
と『
後
撰
和
歌
集
』の「
涙
川
」

　―
成
立
基
盤
と
し
て
の
貞
信
公
流
・
九
条
流
　

山
田
利
博
◉『
源
氏
物
語
』若
紫
巻
に
登
場
す
る「
左
中
弁
」は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

　―

「
物
語
」の
人
物
描
写
法
に
関
す
る
一
考
察
　

横
溝
博
◉
近
世
に
お
け
る『
い
は
で
し
の
ぶ
』諸
本
の
展
開

　―

前
田
家
本
と
京
大
本
の
比
較
か
ら
の
伝
本
考
　

吉
見
健
夫
◉
幻
巻
の
和
歌
試
論―
光
源
氏
の
現
世
離
脱
意
識
の
形
成
　

河
野
貴
美
子
◉『
仙
源
抄
』の
注
釈
方
法―

漢
字
を
あ
て
る
注
を
中
心
に
　

陣
野
英
則
◉『
源
氏
物
語
』「
篝
火
」巻
に
お
け
る
韻
律
的
表
現―

そ
の
全
文
を
対
象
と
し
た
試
論
　

新
美
哲
彦
◉『
言
経
卿
記
』に
見
る
女
性
た
ち
の
文
学
作
品
享
受―

西
御
方（
祐
心
尼
）を
中
心
と
し
て

福
家
俊
幸
◉『
更
級
日
記
』の『
蜻
蛉
日
記
』享
受

あ
と
が
き

定
価

一
六
、五
〇
〇
円（
税
込
）

〔
本
体
価
格
一
五
、〇
〇
〇
円
〕

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・
五
一二
頁

ISBN
978-4-585-39028-2 C

3095

二
〇
二
三
年
四
月
刊
行

中
野
幸
一（
な
か
の
・
こ
う
い
ち
）

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
。
文
学
博
士
。
専
攻
は
平
安
文
学
。
二
〇
一
一
年
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。

主
な
編
著
書
に
『
物
語
文
学
論
攷
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、一
九
七
一
年
）、『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、一
九
八
一
年
）、『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
全
十
二
巻
別
巻
三
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
七
〜
八
九
年
）、『
常
用
源
氏
物
語
要
覧
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
五
年
）、『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
』
全
十
巻
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
〜
二
〇
一
〇
年
）、『
フ
ル
カ
ラ
ー
　
見
る
・
知
る
・

読
む
　
源
氏
物
語
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）、『
ち
り
め
ん
本
影
印
集
成
　
日
本
昔
噺
輯
篇
』（
共
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、『
正
訳 

源
氏
物
語
本
文
対
照
』
全
十
冊
（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
五
〜
二
〇
一
七
年
）、『
正
訳
紫
式
部
日
記
本
文
対
照
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

平
安
文
学
の
饗
宴

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4株式会社勉誠社　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

平安文学の饗宴
中野幸一〈編〉

定価16,500円（本体価格15,000円）
A5判・上製カバー装・512頁

2023年4月刊行
ISBN978-4-585-39028-2 C3095



日本古典文学

『
源
氏
物
語
』の
作
者
と
し
て
誰
も
が
そ
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
紫
式
部
。

彼
女
は
い
つ
生
ま
れ
て
い
つ
亡
く
な
っ
た
の
か
、彼
女
は
い
か
な
る
生
涯
を
送
り
、

ど
の
よ
う
な
性
格
で
、ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
人
だ
っ
た
の
か…

。

『
源
氏
物
語
』、『
紫
式
部
日
記
』、『
紫
式
部
集
』な
ど
を
中
心
に
、

系
図
や
当
時
の
記
録
類
、交
友
関
係
や
周
囲
の
人
々
と
の
交
流
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

こ
れ
ま
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
、

紫
式
部
の
生
涯
と
人
間
像
を
解
明
す
る
。

ま
た
、『
源
氏
物
語
』を
読
む
上
で
、知
っ
て
お
く
と
よ
り
物
語
が
楽
し
め
る
、

10
の
エ
ッ
セ
ン
ス
も
紹
介
。

平
安
文
学
研
究・源
氏
物
語
研
究
の
第
一
人
者
が
、

紫
式
部
と
源
氏
物
語
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

中
野
幸
一﹇
著
﹈

も
く
じ

は
じ
め
に

第
１
部　

深
掘
り
！ 

紫
式
部

﹇
１
﹈…

従
来
の
紫
式
部
像

﹇
２
﹈…

学
才
に
対
す
る
自
負

﹇
３
﹈…

家
系
と
家
庭
環
境

﹇
４
﹈…

娘
時
代
の
体
験
と
性
格

﹇
５
﹈…

恋
愛
・
結
婚
・
出
産
・
死
別

﹇
６
﹈…

具
平
親
王
家
出
仕
の
可
能
性

﹇
７
﹈…

初
出
仕
と
伺
候
名

﹇
８
﹈…

宮
仕
え
生
活
と『
源
氏
物
語
』

﹇
９
﹈…

紫
式
部
の
思
考
と
性
格

第
２
部　

深
掘
り
！ 

源
氏
物
語

﹇
１
﹈…

「
桐
壺
」の
巻
は
初
め
の
巻
？

﹇
２
﹈…

「
か
ざ
り
」と
は
？

﹇
３
﹈…

登
場
人
物
の
消
滅
と
再
生

﹇
４
﹈…

『
源
氏
物
語
』の
短
文
表
現

﹇
５
﹈…

『
源
氏
物
語
』の
遡
及
表
現

﹇
６
﹈…

草
子
地
の
諸
相

﹇
７
﹈…

『
源
氏
物
語
』と
貴
族
の
生
活
習
慣

﹇
８
﹈…
『
源
氏
物
語
』の
擬
作
の
巻
々

﹇
９
﹈…
古
物
語
の
型
と『
源
氏
物
語
』

﹇
10
﹈…
古
物
語
の
合
成
発
展

        ―
短
編
か
ら
長
編
へ

紫
式
部
年
表

中
野
幸
一（
な
か
の
・
こ
う
い
ち
）

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
。
文
学
博
士
。
専
攻
は
平
安
文
学
。
二
〇
一
一
年
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。

主
な
編
著
書
に
『
物
語
文
学
論
攷
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、一
九
七
一
年
）、『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、一
九
八
一
年
）、

『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』全
十
二
巻
別
巻
三
巻（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
八
七
〜
八
九
年
）、『
常
用
源
氏
物
語
要
覧
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
九
五
年
）、『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
』
全
十
巻
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
〜
二
〇
一
〇
年
）、『
フ
ル
カ
ラ
ー
　
見
る・知
る
・

読
む
　
源
氏
物
語
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
三
年
）、『
ち
り
め
ん
本
影
印
集
成
　
日
本
昔
噺
輯
篇
』（
共
編
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、

『
正
訳 

源
氏
物
語
本
文
対
照
』
全
十
冊
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
七
年
）、『
正
訳
紫
式
部
日
記
本
文
対
照
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

深
掘
り
！

紫
式
部
と

源
氏
物
語

定価2,640円
（本体価格2,400円）

四六判・並製カバー装・264頁
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日本古典文学

定
価

一
三
、二
〇
〇
円（
税
込
）

〔
本
体
価
格
一
二
〇
〇
〇
円
〕

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・六
〇
八
頁

ISBN
978-4-585-39024-4 C

3095

二
〇
二
三
年
二
月
刊
行

新
た
な
物
語
史
の
構
築
の
た
め
に―

平
安
後
期
か
ら
中
世
、さ
ら
に
は
近
現
代
に
お
い
て
も
な
お
、

王
朝
文
学
は
そ
の
命
脈
を
保
ち
、生
成
さ
れ
て
い
く
。

旧
い
趣
向
を
滋
養
と
し
て
吸
収
し
つ
つ
、

時
代
の
壁
を
越
え
、

新
し
さ
を
打
ち
出
し
て
い
く
不
断
の
営
み―
―

こ
れ
ら
王
朝
物
語
の
世
界
の
豊
饒
さ
は
、

物
語
文
学
生
成
の
最
先
端
の
場
を

今
に
伝
え
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

言
語
表
現
や
プ
ロ
ッ
ト
、

さ
ら
に
は
絵
画
表
現
へ
も
視
角
を
広
げ
、

相
互
に
干
渉
し
、響
き
合
う
物
語
相
互
の
関
係
性
を

動
態
と
し
て
捉
え
、

新
た
な
王
朝
文
学
史
構
築
の
た
め
の
礎
を
築
く
画
期
的
著
作
。

横
溝 

博（
よ
こ
み
ぞ
・
ひ
ろ
し
）

一
九
七
一
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
現
在
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は

中
古・中
世
物
語
文
学
。
著
書
に『
九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵
本・絵
巻
集
成
竹
取
物
語
絵
巻
』（
共

編
著
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
論
文
に
「『
源
氏
物
語
』
の
勝
利―

「
絵
合
」
巻

に
お
け
る
主
家
讃
美
の
方
法
と
紫
式
部
」（
共
編
著
『
日
本
古
典
文
学
を
世
界
に
ひ
ら
く

―

Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
）
で
発
表
し
よ
う
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二

二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

横
溝 
博﹇
著
﹈

王
朝
物
語
論
考

物
語
文
学
の
端
境
期

も
く
じ

序Ⅰ　
平
安
後
期
物
語
論

第
一
章
　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
吉
野
姫
の
〈
内
〉
と
〈
外
〉

　
│
吉
野
姫
を
つ
な
ぎ
と
め
る
も
の
と
の
関
わ
り
か
ら

第
二
章
　
『
夜
の
寝
覚
』
生
霊
事
件
の
一
面

│
男
君
自
身
の
問
題
と
し
て

第
三
章
　
『
夜
の
寝
覚
』
の
引
歌
表
現
「
思
ふ
も
も
の
の
心
地
」
を
め
ぐ
っ
て

　
│
『
源
氏
物
語
』
「
葵
」
巻
の
六
条
御
息
所
と
の
関
わ
り
か
ら

第
四
章
　
『
落
窪
物
語
』
と
『
夜
の
寝
覚
』
の
〈
事
件
〉

　
│
平
安
朝
物
語
文
学
史
の
再
構
築
に
向
け
て

Ⅱ　
院
政
期
物
語
論

第
一
章
　
『
海
人
の
苅
藻
』
按
察
家
の
人
々

│
院
政
期
物
語
文
学
論
・
序
説

第
二
章
　
院
政
期
物
語
と
し
て
の
『
海
人
の
苅
藻
』

　
│
『
栄
花
物
語
』
も
し
く
は
藤
原
頼
通
の
時
代
か
ら
の
継
承

第
三
章
　
『
在
明
の
別
』
冒
頭
場
面
・
再
説

│
三
条
女
と
の
接
点
を
め
ぐ
っ
て

第
四
章
　
後
期
物
語
か
ら
見
る
物
語
史

　
│
『
源
氏
物
語
』
の
複
合
的
引
用
と
多
重
化
す
る
物
語
取
り

Ⅲ　
中
世
物
語
論

第
一
章
　
『
木
幡
の
時
雨
』
実
子
イ
ジ
メ
の
基
底

│
母
上
の
怨
恨
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章
　
『
木
幡
の
時
雨
』
の
構
想
に
つ
い
て

　
│
改
作
『
海
人
の
苅
藻
』
と
の
接
点
を
め
ぐ
る
試
論

第
三
章
　
『
住
吉
物
語
』
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
摂
取
に
つ
い
て

　
│
改
作
と
創
作
の
狭
間
か
ら

Ⅳ　
源
氏
物
語
の
続
篇

第
一
章
　
『
山
路
の
露
』
の
成
立

　
│
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
『
正
治
初
度
百
首
』
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章
　
『
山
路
の
露
』
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

│
二
河
白
道
図
か
ら
の
発
想

第
三
章
　
『
山
路
の
露
』
の
浮
舟
と
和
歌

│
〝
手
習
の
君
〞
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て

Ⅴ　
歴
史
物
語
と
作
り
物
語

第
一
章
　
「
物
語
合
」
虚
構
論

│
十
九
番
目
の
物
語

第
二
章
　
六
条
斎
院
禖
子
内
親
王
家
「
物
語
合
」
の
復
原

　
│
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書
の
再
検
討
を
通
し
て

第
三
章
　
『
栄
花
物
語
』
と
平
安
朝
物
語
の
関
係

　
│
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
影
響
、
成
熟
す
る
歴
史
語
り

第
四
章
　
『
栄
花
物
語
』
と
中
世
王
朝
物
語
の
関
係

　
│
『
風
に
つ
れ
な
き
物
語
』
を
例
と
し
て

Ⅵ　
短
篇
物
語
と
翻
案
小
説

第
一
章
　
『
虫
め
づ
る
姫
君
』
を
読
む

│
冒
頭
部
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章
　
「
虫
め
づ
る
姫
君
」
の
教
え

第
三
章
　
室
生
犀
星
の
王
朝
小
説
〈
虫
姫
物
語
〉

　
│
「
虫
の
章
」
「
何
処
の
野
に
」
「
虫
姫
日
記
」
か
ら

あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
索
引

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
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定
家
本
系
統
で
あ
り
な
が
ら

注
目
す
べ
き
独
自
本
文
を
具
備
し
た
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
、

学
習
院
大
学
蔵『
源
氏
物
語
』「
藤
袴
」帖
の
全
編
を
高
精
細
の
カ
ラ
ー
画
像
に
て
影
印
。

さ
ら
に
、全
編
の
翻
刻
お
よ
び
僚
帖
で
あ
る
国
文
研
蔵「
榊
原
本
」を
は
じ
め
、

諸
本
と
の
比
較
検
討
に
よ
る
考
察
を
記
し
た
研
究
篇
を
収
載
。

書
誌
学
的
知
見
を
活
か
し
た『
源
氏
物
語
』研
究
に
お
け
る
新
た
な
礎
を
提
示
す
る
。

武
藤
那
賀
子﹇
著
﹈

学
習
院
本

「
藤
袴
」（
榊
原
本
僚
帖
）の

書
誌
学
的
考
察

も
く
じ

は
じ
め
に

影
印
編
　
学
習
院
本「
藤
袴
」

解
説
編

　

一
　
書
誌
情
報

　
補
論
　
日
本
大
学
所
蔵
三
条
西
家
本
と
榊
原
本―

「
桐
壺
」巻
の
書
誌
情
報
の
比
較

　
二
　
翻
刻

　
三
　
表
記

　
四
　
書
誌
学
か
ら
読
み
へ

　
補
遺
　
学
習
院
大
学
所
蔵
　
三
条
西
家
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」「
須
磨
」「
明
石
」の
書
誌

あ
と
が
き

定
価

一
六
、五
〇
〇
円（
税
込
）

〔
本
体
価
格
一
五
、〇
〇
〇
円
〕

Ｂ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・一
八
四
頁

ISBN
978-4-585-39023-7 C

3095

二
〇
二
三
年
三
月
刊
行

武
藤
那
賀
子（
む
と
う
・
な
が
こ
）

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
鹿
児
島
国
際
大
学
准
教
授
。

著
書
に
、『
う
つ
ほ
物
語
論
　
物
語
文
学
と
「
書
く
こ
と
」』（
笠

間
書
院
、
二
〇
一
七
年
、）
論
文
に
「『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け

る
動
物
化
し
た
人
々
」（『
物
語
研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
二
一

年
三
月
）、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
志
向
す
る
昔
男―

『
伊
勢

物
語
』「
東
下
り
」
の
和
歌
と
境
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
二

年
三
月
）、「
同
じ
呼
称
の
人
物
が
織
り
な
す
物
語―

『
浅

茅
が
露
』
に
お
け
る
「
中
将
」」（『
物
語
研
究
』
第
二
二
号
、

二
〇
二
二
年
三
月
）
な
ど
多
数
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
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和
歌
か
ら
読
み
解
く『
源
氏
物
語
』―

生
き
る
喜
び
、人
を
愛
す
る
幸
せ
、

愛
す
る
が
ゆ
え
の
苦
悩
、別
れ
の
悲
し
み
、老
い
へ
の
恐
れ…
…

『
源
氏
物
語
』に
登
場
す
る
人
物
た
ち
は
誰
も
が
歌
を
よ
み
、

そ
の
心
情
を
伝
え
る
。

ま
た
、古
歌
を
踏
ま
え
た
表
現―

「
引
歌
」―

に
よ
り
、

物
語
の
世
界
観
は
よ
り
一
層
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
は『
源
氏
物
語
』の
あ
ら
す
じ
を
、

作
中
人
物
歌・引
歌
と
と
も
に
丁
寧
に
解
説
し
、

作
中
人
物
の
重
要
な
会
話
文
や

心
内
語（
心
中
思
惟
）を
も
丹
念
に
読
み
解
く
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
物
語
世
界
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

『
源
氏
物
語
』入
門
書
と
し
て
も
最
適
な
一
冊
。

伊
東
祐
子（
い
と
う
・
ゆ
う
こ
）

一
九
八
八
年
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士（
日
本
語
日
本
文
学
）。
学
習
院
大
学
助
教
。
都
留
文
科
大
学
非
常
勤
講
師
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
山
教
室
講
師
、
学
習
院
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
、
他
。

著
書
に
「
藤
の
衣
物
語
絵
巻
（
遊
女
物
語
絵
巻
）
影
印
・
翻
刻
・
研
究
」（
笠
間
書
院
）。「
源

氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識　

横
笛
・
鈴
虫
」（
共
著
）（
至
文
堂
）、「
平
安
時
代
文
学
美

術
語
彙
集
成
」（
共
著
）（
笠
間
書
院
）、
論
文
に
「
青
表
紙
本
と
河
内
本
に
つ
い
て―

作

中
歌
を
中
心
に
」（「
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
26
」）、「
物
語
と
絵
を
め
ぐ
っ
て

―

源
氏
物
語
音
読
論
の
再
検
討
」（『
論
集
平
安
文
学
６
』勉
誠
社
）、「
物
語
文
学
史
再
考
」

（『
中
古
文
学
86
』）
な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

伊
東
祐
子﹇
著
﹈

源
氏
物
語

歌
筐

げ
ん
じ
も
の
が
た
り

う
た
が
た
み

も
く
じ

は
じ
め
に

第
一
部
　
栄
華
へ
の
道
の
り

光
源
氏
誕
生
＊
桐
壺（
1
）

雨
夜
の
品
定
め
＊
帚
木（
2
）

空
蝉
と
の
恋
＊
帚
木（
2
）・
空
蟬（
3
）

夕
顔
と
の
恋
＊
夕
顔（
4
）

紫
の
ゆ
か
り
と
の
出
会
い
＊
若
紫（
5
）

末
摘
花
と
の
恋
＊
末
摘
花（
6
）

秘
密
の
皇
子
誕
生
＊
紅
葉
賀（
7
）

朧
月
夜
と
の
恋
の
は
じ
ま
り
＊
花
宴（
8
）

若
君
の
誕
生
と
葵
の
上
の
死
＊
葵
巻（
9
）

桐
壺
院
の
崩
御
と
藤
壺
の
出
家
＊
賢
木（
10
）

花
散
里
で
の
懐
旧
の
ひ
と
時
＊
花
散
里（
11
）

光
源
氏
の
須
磨
退
去
＊
須
磨（
12
）

明
石
の
君
と
の
出
会
い
と
別
れ
＊
明
石（
13
）

冷
泉
帝
の
即
位
と
明
石
の
姫
君
誕
生
＊
澪
標（
14
）

末
摘
花
と
の
再
会
＊
蓬
生（
15
）

空
蟬
と
の
邂
逅
＊
関
屋（
16
）

斎
宮
女
御
の
入
内
と
絵
合
＊
絵
合（
17
）

明
石
の
御
方
の
上
京
と
再
会
＊
松
風（
18
）

藤
壺
崩
御
と
明
石
の
姫
君
二
条
院
へ
＊
薄
雲（
19
）

朝
顔
の
姫
君
へ
の
恋
＊
朝
顔（
20
）

夕
霧
の
元
服
と
初
恋
＊
少
女（
21
）

夕
顔
の
遺
児
・
玉
鬘
と
の
出
会
い
＊
玉
鬘（
22
）

新
春
の
六
条
院
＊
初
音（
23
）

玉
鬘
求
婚
譚
の
は
じ
ま
り
＊
胡
蝶（
24
）

五
月
雨
の
日
の
物
語
論
＊
螢（
25
）

内
大
臣
の
娘
・
近
江
の
君
登
場
＊
常
夏（
26
）

下
燃
え
の
恋
の
思
い
＊
篝
火（
27
）

夕
霧
が
垣
間
見
た
六
条
院
の
女
君
＊
野
分（
28
）

大
原
野
行
幸
と
玉
鬘
の
裳
着
＊
行
幸（
29
）

玉
鬘
の
尚
侍
出
仕
を
め
ぐ
っ
て
＊
藤
袴（
30
）

玉
鬘
求
婚
譚
の
意
外
な
結
末
＊
真
木
柱（
31
）

明
石
の
姫
君
の
皇
太
子
入
内
準
備
＊
梅
枝（
32
）

光
源
氏
の
栄
華
の
極
ま
り
＊
藤
裏
葉（
33
）

第
二
部
　
欠
け
て
ゆ
く
月

女
三
の
宮
の
六
条
院
降
嫁
＊
若
菜
上（
34
）

女
三
の
宮
、柏
木
の
子
を
宿
す
＊
若
菜
下（
35
）

女
三
の
宮
の
出
家
と
柏
木
の
死
＊
柏
木（
36
）

柏
木
遺
愛
の
笛
の
ゆ
く
え
＊
横
笛（
37
）

持
仏
開
眼
供
養
と
鈴
虫
の
宴
＊
鈴
虫（
38
）

夕
霧
の
恋
の
ゆ
く
え
＊
夕
霧（
39
）

紫
の
上
の
法
華
経
千
部
供
養
と
死
＊
御
法（
40
）

紫
の
上
哀
悼
の
春
夏
秋
冬
＊
幻（
41
）

第
三
部
　
光
源
氏
亡
き
後・
宇
治
十
帖

匂
ふ
兵
部
卿
と
薫
る
中
将
＊
匂
兵
部
卿（
42
）

按
察
大
納
言
一
家
の
物
語
＊
紅
梅（
43
）

故
髭
黒
太
政
大
臣
家
の
そ
の
後
＊
竹
河（
44
）

宇
治
の
姫
君
た
ち
と
の
出
会
い
＊
橋
姫（
45
）

八
の
宮
の
死
と
姫
君
た
ち
の
悲
し
み
＊
椎
本（
46
）

中
の
君
の
結
婚
と
大
君
の
死
＊
総
角（
47
）

中
の
君
の
都
移
り
＊
早
蕨（
48
）

匂
宮
と
六
の
君
と
の
結
婚
と
そ
の
余
波
＊
宿
木（
49
）

八
の
宮
の
末
娘
・
浮
舟
登
場
＊
東
屋（
50
）

浮
舟
を
め
ぐ
る
薫
と
匂
宮
＊
浮
舟（
51
）

浮
舟
の
失
踪
と
人
々
の
嘆
き
＊
蜻
蛉（
52
）

浮
舟
の
蘇
生
と
出
家
＊
手
習（
53
）

薫
の
心
と
浮
舟
の
心
＊
夢
浮
橋（
54
）

　
解
説 『
源
氏
物
語
』五
十
四
帖
の
構
造

　
和
歌
索
引

　
あ
と
が
き

定
価

七
、一
五
〇
円（
税
込
）

〔
本
体
価
格
六
、五
〇
〇
円
〕

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・四
三
二
頁

ISBN
978-4-585-39017-6 C

3095

二
〇
二
三
年
二
月
刊
行

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
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日本古典文学・和歌

古
代
歌
論
の
総
体
、注
釈
お
よ
び
貴
族
説
話
の
さ
き
が
け
、

古
代
と
中
世
に
お
け
る
韻
文
散
文
の
紐
帯
を

解
明
す
る
鍵
が
こ
こ
に
あ
る
。

約
半
世
紀
ぶ
り
に
書
き
換
え
ら
れ
た

『
俊
頼
髄
脳
』の
完
全
注
釈
。

歌
病・歌
体・歌
枕
な
ど
初
期
歌
論
書
に
お
け
る
格
式
の
集
成
は
、

言
わ
ば
、古
代
歌
論
の
総
集
で
あ
り
、そ
れ
に
続
く
歌
語
釈
は
、

現
存
最
古
の
和
歌
注
釈
で
、

か
つ『
江
談
抄
』と
と
も
に
貴
族
説
話
の
嚆
矢
で
も
あ
る
。

定
家
本
を
底
本
に
し
て

顕
昭
本・略
本
系
本
を
対
校
し
た
本
文
に
、

先
行
資
料
お
よ
び
同
時
代
歌
論
書
な
ど
の
文
献
を
網
羅
し
た

語
釈
を
付
す『
俊
頼
髄
脳
』全
注
釈
で
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

家
永
香
織
・
小
野
泰
央
・
鹿
野
し
の
ぶ
・

舘
野
文
昭
・
福
田
亮
雄﹇
著
﹈

俊
頼
髄
脳
全
注
釈

と
し
よ
り
ず
い
の
う　

ぜ
ん
ち
ゅ
う
し
ゃ
く

凡
例

俊
頼
髄
脳
全
注
釈

　

序
／
歌
の
姿
、病
を
避
る
べ
き
こ
と
／
歌
の
病
を
避
る
こ
と
／
文
字
数
／

　

歌
詠
む
も
の
／　

歌
の
詠
み
方―

題
の
詠
み
方
／
景
物
の
詠
み
方
／

　

歌
の
良
し
と
い
ふ
こ
と
／　

言
ひ
が
ら
／
似
物
／
お
ぼ
ろ
け
に
て
は
詠
む
ま
じ
き
詞
／

　

古
歌
に
詠
み
増
す
こ
と
／　

歌
の
返
し
／
物
の
名
を
言
は
で
、心
に
思
は
せ
た
る
歌
／

　

歌
枕
／
歌
語
釈
／
連
歌
／
歌
語
釈
／
歌
道
へ
の
執
心
／
詠
歌
の
遅
速
／

　

能
因
法
師
の
歌
人
と
し
て
の
態
度
／　

歌
の
良
し
悪
し
／

　

好
む
者
を
歌
詠
み
と
は
い
ふ
な
り
／
良
暹
と
経
信
／
跋

解
　
説

《
概
説
》

　

１　
『
俊
頼
髄
脳
』と
源
俊
頼

　

２　

本
書
の
本
文
と
対
校
本
に
つ
い
て

《
論
考
》

　
『
俊
頼
髄
脳
』の
構
造
◎
小
野
泰
央

　
『
俊
頼
髄
脳
』と
後
代
の
歌
学
書
◎
家
永
香
織

あ
と
が
き
◎
家
永
香
織

索
引

も
く
じ

定
価

一
六
、五
〇
〇
円（
税
込
）

〔
本
体
価
格
一
五
、〇
〇
〇
円
〕

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・
七
〇
四
頁

ISBN
978-4-585-39025-1 C

3095

二
〇
二
三
年
三
月
刊
行

『
俊
頼
髄
脳
』
と
は

源
俊
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歌
論
書
。
一一一一
〜
一一一二
年
成
立
と
さ
れ
る
。

源
俊
頼
は
平
安
時
代
後
期
の
貴
族
・
歌
人
。『
金
葉
和
歌
集
』
以
後
の
勅
撰
和
歌
集

に
二
〇
一
首
入
集
。『
金
葉
和
歌
集
』（
三
十
五
首
）
と
『
千
載
和
歌
集
』（
五
十
二
首
）

で
は
最
多
入
集
歌
人
と
な
っ
て
い
る
。

家
永
香
織（
い
え
な
が
・
か
お
り
）

一
九
六
二
年
生
。
立
教
大
学
文
学
部
特
任
教
授
。
著
書
に『
為
忠
家
初
度
百
首
全
釈
』（
風

間
書
房
・
二
〇
〇
七
年
）、『
為
忠
家
後
度
百
首
全
釈
』（
同
・
二
〇
一
一
年
）、『
転
換
期

の
和
歌
表
現 

院
政
期
和
歌
文
学
の
研
究
』（
青　
舎
・
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

小
野
泰
央（
お
の
・
や
す
お
）

一
九
六
五
年
生
。
中
央
大
学
文
学
部
教
員
。
著
書
に
『
平
安
朝
天
暦
期
の
文
壇
』（
風

間
書
房
・
二
〇
〇
八
年
）、『
中
世
漢
文
学
の
形
象
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
一
年
）、『
創

造
す
る
た
め
の
文
章
』（
真
珠
書
院
・
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

鹿
野
し
の
ぶ（
し
か
の
・
し
の
ぶ
）

一
九
七
一
年
生
。
日
本
大
学
非
常
勤
講
師
。
著
書
に
『
冷
泉
為
秀
研
究
』（
新
典
社
・
二

〇
一
四
年
）
な
ど
。

舘
野
文
昭（
た
て
の
・
ふ
み
あ
き
）

一
九
八
四
年
生
。埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授
。著
書
に『
中
世「
歌

学
知
」
の
史
的
展
開
』（
花
鳥
社
・
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

福
田
亮
雄（
ふ
く
だ
・
あ
き
お
）

一
九
六
七
年
生
。
中
央
大
学
非
常
勤
講
師
。
真
言
宗
成
就
院
住
職
。

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/
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家永香織・小野泰央・鹿野しのぶ・舘野文昭・福田亮雄〈著〉

定価16,500円（本体価格15,000円）
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「
文
字
を
書
く
こ
と
」の
思
想
体
系
を
探
る―

近
代
以
前
の
中
国
に
お
い
て
、「
書
」は
文
学
や
絵
画
と
並
ぶ
最
高
の
芸
術
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

文
字
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
は
世
界
の
統
治
と
同
等
の
意
味
を
有
し
、こ
の
根
源
的
な
政
治
性
と
あ
い
ま
っ
て
、

文
字
や
言
葉
を
記
す「
書
」は
中
国
文
化
に
お
け
る
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

書
論
の
み
な
ら
ず
文
字
学
、言
語
哲
学
、文
学
論
、画
論
な
ど
文
字
や
書
く
こ
と
に
関
す
る
諸
種
の
テ
ク
ス
ト
を

相
互
に
接
続
、交
差
さ
せ
る
こ
と
で
、「
文
字
を
書
く
こ
と
」に
関
す
る
思
想―

書
字
思
想
の
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
。

近
代
以
降
に
形
成
さ
れ
た
造
形
芸
術
と
し
て
の
片
面
的
な
評
価
を
改
め
、

「
書
字
」と
い
う
人
間
の
普
遍
的
な
営
み
か
ら「
書
」の
意
義
を
捉
え
か
え
す
意
欲
作
。

文
と
書
中
国
書
字
思
想
の
探
究

亀
澤
孝
幸
〈
著
〉

目
　
次

著
者
略
歴

序
論

　
一　
本
書
の
主
題

　
二
　
造
形
芸
術
と
し
て
の
書
への
批
判

　
三
　
言
語
に
根
ざ
す
書

　
四
　
中
国
書
字
思
想
の
探
究

　
五
　
本
書
の
構
成

第
一章
　
言
葉
・
文
字
・
書

　
一　
文
字
と
権
力

　
二
　
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化

　
三
　
共
通
語
と
し
て
の
漢
字
・
漢
文

　
四
　「
史
」と
書
字

　
五
　
言
葉
への
怖
れ

　
六
　
書
字
の
蔑
視

　
七
　
張
懐
瓘
の
書
字
思
想

第
二
章
　
文
の
起
源

　
一　〈
文
〉の
概
念
体
系

 

文
字
／
文
様
／
文
章
・
書
物
・
学
問
／
色
彩
／
音
声
・
音
楽
／

 

ま
じ
わ
る
こ
と
／
本
質
の
外
面
的
な
あ
ら
わ
れ
／

 

か
ざ
り
・
形
式
／
文
化
・
礼
楽
制
度
・
儀
礼
／
文
徳（
文
治
の
徳
）

　
二
　
殷
代
甲
骨
・
金
文
に
み
え
る〈
文
〉

　
三
　
西
周
金
文
に
み
え
る〈
文
〉

　
四
　『
尚
書
』に
み
え
る〈
文
〉

　
五
　『
詩
経
』に
み
え
る〈
文
〉

　
六
　〈
文
〉と
祖
先
崇
拝

第
三
章
　
文
と
書
の
芸
術
化

　
一　
芸
術
と
理
論

　
二
　
文
と
詩

　
三
　
永
明
文
学
と
永
明
書
学

　
四
　
書
の
美
学
の
確
立

 

王
献
之
と
羊
欣
／
王
僧
虔
／「
工
夫
」の
肯
定
／

 

王
僧
虔『
論
書
』の
テ
ク
ス
ト
が
孕
む
問
題
／
蕭
子
良
と
梁
武
帝

第
四
章
　
風
骨
の
美
学

　
一　
美
学
概
念
と
し
て
の「
風
骨
」

　
二
　
魏
晋
南
北
朝
か
ら
唐
末
ま
で
の「
風
骨
」の
用
例

　
三
　「
風
骨
」の
美
学
の
形
成

　
四
　
劉
勰
の「
風
骨
」論

　
五
　
張
懐
瓘
の「
風
骨
」論

 

書
論
論
を
貫
く「
風
骨
」の
美
学
／

 

張
懐
瓘
の
書
論
に
み
え
る「
風
骨
」／「
風
神
」／

 

「
風
骨
」と
尚
古
主
義
／
四
賢
論
の
系
譜
／

 

形
骸
化
し
た
王
羲
之
書
法
への
批
判

　
六
　
唐
代
文
学
に
受
け
継
が
れ
た「
風
骨
」

第
五
章
　
文
・
書
・
画
の
理
論
的
統
合

 

―
劉
勰
・
張
懐
瓘
・
張
彦
遠

　
一　
劉
勰
の
文
論

　
二
　
張
懐
瓘
の
書
論

　
三
　
張
彦
遠
の
画
論

 

張
懐
瓘
と
張
彦
遠
／
書
画
同
体
論
／

 

画
聖
・
呉
道
玄
と「
山
水
の
変
」／

 

画
の
社
会
的
地
位

参
考
文
献
一覧
・
あ
と
が
き
・
初
出
一覧
・
索
引 
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文と書 中国書字思想の探究

亀澤孝幸〈著〉

亀
澤
孝
幸（
か
め
ざ
わ・た
か
ゆ
き
）

立
正
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本

語
日
本
文
学
専
攻
コ
ー
ス
特
任

講
師
、大
東
文
化
大
学
文
学
部

中
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
、同

大
学
書
道
研
究
所
兼
任
研
究

員
、人
文
科
学
研
究
所
兼
任
研

究
員
。

専
門
は
中
国
書
道
史
・
書
論
。

訳
書
に
中
国
国
家
文
物
鑑
定
委

員
会
編『
中
国
文
化
財
図
鑑 

第

六
巻 

文
房
具
』（
翻
訳
・
監
修
、

科
学
出
版
社
東
京
、二
〇
一
六

年
）、劉
濤『
中
国
書
法
史
入

門
』（
科
学
出
版
社
東
京
、二
〇

二一年
）が
あ
る
。



美術

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
学・書・画
の
世
界
を
考
え
る
う
え
で
、

と
り
わ
け
重
厚
な
二
つ
の
画
題

―

「
輞
川
図
」と「
蘭
亭
曲
水
図
」。

文
人
画
の
祖
と
さ
れ
る
王
維
、書
聖
と
し
て
崇
め
ら
れ
る

王
羲
之
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
絵
画
化
す
る
な
か
で
、

園
林
を
舞
台
と
す
る
文
人
た
ち
の
交
流
は

い
か
に
し
て
描
か
れ
、

そ
の
風
景
表
現
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
。

二
〇
二
一
年
に
修
理
を
終
え
た
静
岡
県
立
美
術
館
所
蔵
の

「
輞
川
図
巻
」を
は
じ
め
、近
年
注
目
を
集
め
る「
蘇
州
片
」や
、

久
隅
守
景
、池
大
雅
、富
岡
鉄
斎
ら
の
優
品
な
ど
、

中
国
と
日
本
、そ
し
て
、宋
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の

王
維・王
羲
之
イ
メ
ー
ジ
を
精
査・検
討
。

諸
分
野
の
第
一
線
の
研
究
者
に
よ
る
論
考
と

カ
ラ
ー
図
版
を
含
む
一
二
〇
点
超
の
書
画
資
料
よ
り
、

イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ス
ト
の
連
環
が
織
り
な
す

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
を
照
ら
し
出
す
。

野
田
麻
美（
の
だ
・
あ
さ
み
）

一
九
七
九
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
専
任
講
師
・
静
岡
県
立
美

術
館
客
員
学
芸
員
。
専
門
は
日
本
美
術
史
（
近
世
絵
画
）。

著
書
に
『
美
し
き
庭
園
画
の
世
界―

―

江
戸
絵
画
に
み
る
現
実
の
理
想
郷
』（
静
岡
県

立
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
）、『
忘
れ
ら
れ
た
江
戸
絵
画
史
の
本
流―

江
戸
狩
野
派
の

二
五
〇
年
／
江
戸
狩
野
派
の
古
典
学
習―

―

そ
の
基
盤
と
広
が
り
』（
静
岡
県
立
美

術
館
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

輞
川
図
と
蘭
亭
曲
水
図

イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ス
ト
の
交
響

も
う
せ
ん
ず
　
と
　
ら
ん
て
い
き
ょ
く
す
い
ず

も
く
じ

カ
ラ
ー
口
絵

01
「
輞
川
図
巻
」
／
02
伝
趙
伯
驌
「
仙
山
楼
閣
図
巻
」
／
03
伝
仇
英
「
上
林
賦
図
巻
」

04
伝
文
徴
明
「
瀟
湘
八
景
図
巻
」
／
05
狩
野
永
納
「
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
」

06
久
隅
守
景
「
鍋
冠
祭
図
押
絵
貼
屏
風
」
／
07
久
隅
守
景
「
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
」

08
久
隅
守
景
「
山
水
図
」
／
09
池
大
雅
「
山
中
訪
隠
図
屏
風
」

10
池
大
雅
「
倣
巨
然
　
稲
荷
山
図
」（
京
都
名
勝
六
景
の
う
ち
）

11
池
大
雅
「
蘭
亭
曲
水
・
龍
山
勝
会
図
屏
風
」
／
12
池
大
雅
「
倣
董
太
史
　
富
嶽
図
」

13
「
輞
川
図
巻
」（
部
分
）
／
14
「
輞
川
図
巻
」
拓
本
／
15
謝
時
臣
「
輞
川
積
雨
図
」

16
盛
茂
燁
「
秋
山
観
瀑
図
」
／
17
唐
棣
（
款
）「
輞
川
図
巻
」

18
富
岡
鉄
斎
「
輞
川
旧
蹟
図
」
／
19
狩
野
安
信
「
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
」

20
池
大
雅
「
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
」
／
21
貫
名
菘
翁
「
臨
蘭
亭
序
」

は
じ
め
に
◉
野
田
麻
美

第
一
部
　
輞
川
図
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　―

元
〜
明
代
／
近
代
日
本
の
輞
川
図
と
『
輞
川
集
』

　
紺
野
達
也
◉
絵
画
に
お
け
る
王
維
『
輞
川
集
』―

元
明
の
画
論
・
画
評
を
中
心
に

　
呉
　
孟
晋
◉
静
岡
県
立
美
術
館
本
か
ら
み
る
輞
川
図
の
展
開

　
板
倉
聖
哲
◉
模
倣
か
空
想
か
、
複
製
か
贋
作―

「
蘇
州
片
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
植
松
瑞
希
◉
明
代
蘇
州
に
お
け
る
輞
川
憧
憬
の
諸
相

　
塚
本
麿
充
◉
日
本
近
代
に
お
け
る
南
画
の
危
機
意
識
と
「
輞
川
図
巻
」・
王
維
の
再
評
価

　
　
　
　―

富
岡
鉄
斎
か
ら
小
室
翠
雲
ま
で

第
二
部
　
蘭
亭
曲
水
図
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　―
明
代
／
江
戸
時
代
の
蘭
亭
曲
水
図
と
『
蘭
亭
序
』

　
佐
藤
康
宏
◉
蘭
亭
曲
水
図
の
表
現―

明
代
中
期
か
ら
江
戸
中
期
へ

　
横
尾
拓
真
◉【
コ
ラ
ム
】
大
雅
作
品
に
見
る
烹
茶
場
面
の
添
景
に
つ
い
て

　―

静
岡
県
立
美
術
館
所
蔵
「
蘭
亭
曲
水
・
龍
山
勝
会
図
屏
風
」
を
中
心
に

　
野
田
麻
美
◉
久
隅
守
景
「
蘭
亭
曲
水
図
屛
風
」
試
論

　
　
　
　―

江
戸
狩
野
派
の
蘭
亭
曲
水
図
に
み
る
遊
宴
図
像
の
展
開

　
六
人
部
克
典
◉【
コ
ラ
ム
】
宋
代
以
降
の
王
羲
之
書
法
の
継
承

　
髙
橋
利
郎
◉【
コ
ラ
ム
】
江
戸
時
代
の
「
蘭
亭
序
」

　「
輞
川
図
と
蘭
亭
曲
水
図
」
展
カ
ラ
ー
口
絵
　
作
品
解
説

　「
輞
川
図
と
蘭
亭
曲
水
図
」
展
　
展
示
リ
ス
ト

お
わ
り
に
◉
野
田
麻
美

野
田
麻
美
・

静
岡
県
立
美
術
館〈
編
〉

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル
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中国古典（唐詩）・漢詩

杜
甫
研
究
年
報

日
本
杜
甫
学
会﹇
編
﹈

「
詩
聖
」杜
甫
。

そ
の
詩
は
、そ
れ
以
前
の
詩
の
総
括
で
あ
る
と
と
も
に
、

以
後
の
中
国
詩
の
出
発
点
で
も
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、五
山
の
僧
の
崇
敬
、芭
蕉
の
傾
倒
が
あ
り
、

明
治
以
後
も
、中
江
兆
民
・
島
崎
藤
村
・
正
岡
子
規
を
始
め
、

知
識
人
・
国
民
の
間
で
、そ
の
親
愛
の
念
は
一
貫
し
て
揺
る
が
な
い
も
の
だ
っ
た
。

漢
文
教
育
に
お
い
て
も
、杜
甫
の
詩
は
教
材
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。

世
界
に
お
け
る
杜
甫
へ
の
関
心
を
見
つ
め
つ
つ
、変
転
す
る
時
の
中
で

無
窮
の
未
来
に
向
か
っ
て
杜
甫
研
究
を
発
展
さ
せ
続
け
る
一
冊
。 

﹇
論
文
﹈

杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
山
河
」
の
在
り
方
と
そ
の
変
質
に
つ
い
て

　―

安
史
の
乱
の
前
後
を
中
心
に
◎
遠
藤
星
希

杜
甫
詩
の
月
が
照
ら
す
も
の
◎
高
芝
麻
子

杜
甫
の
自
注
に
み
え
る
編
年
意
識
に
つ
い
て―

「
自
京
赴
奉
先
縣
詠
懷
五
百
字
」
以
降
の
展
開
◎
好
川
聡

「
家
書
」
は
届
い
た
か―

杜
甫
「
春
望
」
の
「
家
書
抵
万
金
」
に
つ
い
て
◎
後
藤
秋
正

杜
甫
「
示
從
孫
濟
」―

門
閥
意
識
を
生
き
た
詩
人
◎
松
原
朗

『
杜
詩
諺
解
』
の
構
造
と
そ
こ
に
見
え
る
解
釈
の
位
相
　
其
一―

玉
華
宮
か
ら
◎
成
澤
勝

﹇
訳
注
﹈

杜
甫
「
鵰
賦
」（
鵰
の
賦
）
訳
注
（
二
） 

◎
谷
口
眞
由
実

杜
甫
「
東
西
両
川
説
」
訳
注
◎
谷
口
匡

﹇
研
究
概
況
及
び
文
献
収
録
﹈

日
本
新
世
紀
（
二
〇
〇
〇―

二
〇
二
〇
）
杜
甫
研
究
綜
述

　
　
◎
趙
蕊
蕊
（
大
橋
賢
一
・
加
藤
聰
・
紺
野
達
也
・
佐
藤
浩
一
　
訳
注
）

日
本
に
お
け
る
杜
甫
研
究
集
録
（
二
〇
二
一
） 

◎
大
橋
賢
一
・
加
藤
聰
・
紺
野
達
也

日
本
杜
甫
学
会
会
則
・
彙
報
・
編
集
後
記 
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古代史・交流史

対
外
交
易
の
歴
史
的
意
義
を
探
る
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

対
外
交
易
は
ご
く
限
ら
れ
た
機
会
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
一
層
、各
国
の
政
治
や

文
化
の
形
成
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
。

特
に
日
本
に
お
い
て
は
、

中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
る
最
新
の
情
報
や
モ
ノ
は
、

権
威
の
象
徴
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
モ
ノ
」「
ヒ
ト
」「
情
報
」な
ど
諸
種
の
要
素
を

仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

政
治・経
済・文
化
に
わ
た
る
重
層
的
な「
対
外
交
易
」の

実
態
と
歴
史
的
意
義
を
照
射
。

物
質
文
化
史・対
外
関
係
史・農
業
史・比
較
史
な
ど

多
角
的
な
視
点
を
駆
使
し
、

従
来
の
歴
史
理
解
へ
新
た
な
観
点
を
提
示
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
、

長
編
の
書
き
下
ろ
し
を
含
む
最
新
論
集
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・フ
ォン・
ヴ
ェ
ア
シ
ュ
ア﹇
著
﹈

も
く
じ

巻
頭
言
◎
鈴
木
靖
民（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）

第
一
章　

九
世
紀
日
本
の
情
報
輸
入
体
制

第
二
章　

帰
国
後
の
遣
唐
使
の
待
遇
に
つ
い
て

第
三
章　

唐
・
宋
に
お
け
る
日
本
蓬
莱
観
と
水
銀
輸
入
に
つ
い
て

第
四
章　

水
銀
と
虎
の
皮―

日
渤
関
係
に
お
け
る
特
産
品

第
五
章　

鑑
真
と
香
薬

第
六
章　

遣
唐
使
と
大
安
寺

第
七
章　

平
安
時
代
と
唐
物

第
八
章　

平
清
盛
と
唐
船

第
九
章　

平
氏
政
権
の
貿
易
体
制

補
論
１　

地
中
海
文
明
と
古
代
ペル
シ
ャ
、そ
し
て
日
本
の
唐
物

補
論
２　

仏
教
東
流
と
キ
リ
ス
ト
教
の
西
流

　
　
　

―

東
シ
ナ
海
と
地
中
海
の
比
較

コ
ラ
ム　

寧
波
の
商
人
寄
進
石
碑
を
め
ぐ
っ
て

　

初
出
一
覧
・
謝
辞

　

解　

説
◎
河
内
春
人（
関
東
学
院
大
学
准
教
授
）

　

索　

引

定
価

五
、二
八
〇
円（
税
込
）

〔
本
体
価
格
四
、八
〇
〇
円
〕

四
六
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・三
六
八
頁

ISBN
978-4-585-32022-7 C

3020

二
〇
二
三
年
五
月
刊
行

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
シ
ュ
ア（Charlotte von V

erschuer

）

フ
ラ
ン
ス
・
高
等
研
究
院
歴
史
学
部
教
授
。
専
門
は
日
本
古
代
・
中
世
の
国
際
関
係
と
物
質
文
化
の
歴
史
。
日
本
の
経
済
史
を
対
外
貿
易
と
国
内
生
活
の
二
面
か
ら
研
究
し
て
い
る
。

著
書
に『
モ
ノ
が
語
る
日
本
対
外
交
易
史―

七
〜
一
六
世
紀
』（
河
内
春
人
訳
、藤
原
書
店
、二
〇
一
一
）、フ
ラ
ン
ス
語
著
書
に『
八
〜
九
世
紀
の
日
中
関
係
』（
一
九
八
五
）、『
平
安
時
代
と
五
穀
文
化
』（
二

〇
〇
三
）、『
史
料
の
賛
辞
：
古
代
か
ら
近
世
の
日
本
を
考
え
る
』（
共
編
著
、
二
〇
〇
四
）、『
欧
文
日
本
古
代
史
料
解
題
辞
典
』（
共
編
著
、
二
〇
〇
六
）
な
ど
が
あ
る
。

モノ
と
権
威
の

東
アジ
ア
交
流
史

鑑
真
か
ら
清
盛
ま
で

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4株式会社勉誠社　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

モノと権威の東アジア交流史
鑑真から清盛まで
シャルロッテ・フォン・ヴェアシュア〈著〉

定価5,280円（本体価格4,800円）
四六判・上製カバー装・368頁

2023年5月刊行
ISBN978-4-585-32022-7 C3020



（
た
ち
・
り
ゅ
う
し
）一
九
七
六
年
生
ま
れ
。駒
澤
大
学
専
任
講
師
、曹
洞
宗
龍
音
寺
住
職
、駒
澤
大
学
禅
研
究
所
研
究
員
、花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員
、東
洋
大

学
東
洋
学
研
究
所
客
員
研
究
員
。著
書
に
、『
園
城
寺
公
胤
の
研
究
』（
春
秋
社
、二
〇
一
〇
年
）、『
蘭
渓
道
隆
禅
師
全
集
』第
一
巻『
蘭
渓
和
尚
語
録
』（
共
編
、思
文
閣
出
版
、大
本

山
建
長
寺
、二
〇
一
四
年
）、『
禅
宗
入
門
』（
共
著
、別
冊
太
陽
２
３
９
、平
凡
社
、二
〇
一
六
年
）、『
中
世
禅
の
知
』（
共
著
、臨
川
書
店
、二
〇
二
一
年
）な
ど
多
数
。

禅
僧
た
ち
の
記
録
か
ら
よ
み
が
え
る

鎌
倉
時
代
の
喫
茶
文
化

茶
の
文
化
は
禅
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

近
年
は
そ
の
価
値
へ
の
世
界
的
評
価
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
茶
を
日
本
に
伝
え
た
栄
西
を
は
じ
め
、

鎌
倉
時
代
の
禅
僧
た
ち
の
史
料
は
、

禅
と
茶
を
語
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
。

し
か
し
、禅
僧
に
よ
る
史
料
は
膨
大
で
あ
り
、か
つ
難
解
な
も
の
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
体
系
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

鎌
倉
時
代
の
禅
僧
の
史
料
を
博
捜
し
、喫
茶
史
料
を
抽
出
、

書
き
下
し
・
現
代
語
訳
お
よ
び
訳
注
、解
説
を
付
す
。

禅
と
茶
の
研
究
に
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
決
定
版
史
料
集
。

舘
隆
志
〈
著
〉

史
料
収
集
の

対
象
と
し
た

禅
僧

1 

栄
西（
一
一
四
一
〜
一
二
一
五
）

2 

道
元（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）

3 

蘭
渓
道
隆（
一
二
一
三
〜
一
二
七
八
）

4 

月
峰
了
然（
生
没
年
不
詳
）

5 

兀
庵
普
寧（
一
一
九
八
〜
一
二
七
六
）

6 

円
爾（
一
二
〇
二
〜
一
二
八
〇
）

7 

無
学
祖
元（
一
二
二
六
〜
一
二
八
六
）

8 

大
休
正
念（
一
二
一
五
〜
一
二
八
九
）

9 

東
山
湛
照（
一
二
三
一
〜
一
二
九
一
）

10 

白
雲
慧
暁（
？
〜
一
二
九
七
）

11 

寒
巌
義
尹（
一
二
一
七
〜
一
三
〇
〇
）

12 

山
叟
慧
雲（
一
二
二
七
〜
一
三
〇
一
）

13 

無
象
静
照（
一
二
三
四
〜
一
三
〇
六
）

14 

鏡
堂
覚
円（
一
二
四
四
〜
一
三
〇
六
）

15 

南
浦
紹
明（
一
二
三
五
〜
一
三
〇
八
）

16 

詮
慧（
生
没
年
不
祥
）・経
豪（
生
没
年
不
祥
）

17 

徹
通
義
介（
一
二
一
九
〜
一
三
〇
九
）

18 

無
住
道
暁（
一
二
二
七
〜
一
三
一
二
）

19 

規
庵
祖
円（
一
二
六
一
〜
一
三
一
三
）

20 

高
峰
顕
日（
一
二
四
一
〜
一
三
一
六
）

21 

奇
山
円
然（
？
〜
一
三
一
六
）

22 

一
山
一
寧（
一
二
四
七
〜
一
三
一
七
）

23 

約
翁
徳
倹（
一
二
四
四
〜
一
三
二
〇
）

24 

秋
澗
道
泉（
一
二
六
三
〜
一
三
二
三
）

25 
瑩
山
紹
瑾（
一
二
六
四
〜
一
三
二
五
）

26 
鉄
庵
道
生（
一
二
六
二
〜
一
三
三
一
）

27 

元
翁
本
元（
一
二
八
二
〜
一
三
三
二
）

本
書
の

特
色

・
鎌
倉
時
代
の
禅
僧
の
喫
茶
史
料
を
収

集
し
て
、難
解
な
史
料
に
対
し
て
読
解

と
研
究
の
手
掛
か
り
を
提
示
。

・
書
き
下
し
を
行
な
い
、で
き
る
限
り
語

注
を
付
け
、読
解
に
資
す
る
よ
う
に
詳

細
な
注
記
を
付
し
た
。

・
訳
文
を
付
け
て
い
る
の
で
、研
究
者
の

み
な
ら
ず
、鎌
倉
時
代
の
禅
と
茶
の
関

係
を
知
り
た
い
と
思
う
人
に
も
読
む

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

・
収
集
し
た
史
料
を
、禅
僧
の
寂
年
を
基

本
と
し
て
順
に
配
す
る
こ
と
で
、鎌
倉

時
代
の
禅
と
茶
の
歴
史
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
試
み
て
い
る
。

喫
茶
養
生
記

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

建
仁
寺
開
山
栄
西
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
日
本
最
古
の

茶
書
。

ご送付先ご住所（通信欄）
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近世文学・仏教・近世史
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17
世
紀
を
代
表
す
る
文
人
僧
と
し
て
日
本
文
化
史
に
巨
大
な
足
跡
を
遺
し
た
深
草
元
政
上
人（
一
六
二
三
〜
一
六
六
八
）。

そ
の
遺
業
は
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
移
行
期
の
日
本
文
化
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

京
都
市
伏
見
区
深
草
の
元
政
庵
瑞
光
寺
に
の
み
所
蔵
さ
れ
る
元
政
上
人
自
筆
資
料
を
中
心
に
、

彼
を
取
り
巻
く
文
人
た
ち
の
写
本
資
料
も
併
せ
て
翻
刻
紹
介
。

江
戸
時
代
の
文
化・歴
史
研
究
の
み
な
ら
ず
中
世
文
学
や
日
本
仏
教
学
と
も
繋
が
り
を
持
つ
、

膨
大
な
新
出
資
料
集
と
し
て
日
本
研
究
に
幅
広
く
資
す
る
貴
重
資
料
集
。

カ
ラ
ー
口
絵

序
文

目
次

概
説
・
凡
例

一
　
自
筆
和
歌

二
　
自
筆
漢
詩
・
文

三
　
日
記
・
紀
行

四
　
法
語
・
宗
門

五
　
陳
元
贇
と
の
交
流

六
　
書
状

七
　
和
歌
・
歌
学
書
の
写
本

八
　
雑
抄

九
　
目
録

十
　
肖
像
画
賛
・
絵
画

十
一
　
元
政
追
慕

十
二
　
瑞
光
寺
に
集
っ
た
文
人
の
筆
跡

十
三
　
元
政
自
筆
本
尊
等

関
連
年
表

あ
と
が
き

編
者
一
覧

目
次

深
草
瑞
光
寺
所
蔵

元
政
上
人
資
料
集

近
世
京
洛
寺
院
の
学
問
と
ネッ
ト
ワ
ー
ク

岡
雅
彦・落
合
博
志・桑
名
法
晃・長
田
和
也・中
前
正
志・那
須
陽一郎・原
雅
子・村
木
敬
子
〈
編
〉

＊
深
草
元
政
上
人（
一
六
二
三-

一
六
六
八
）

江
戸
時
代
前
期
の
日
蓮
宗
の
僧
。

武
士
の
子
と
し
て
京
に
生
ま
れ
、彦
根
藩
士
と
な

る
も
生
来
病
弱
の
た
め
26
歳
で
致
仕
出
家
、そ
の

後
、深
草
に
庵
を
結
び
、46
歳
で
遷
化
す
る
ま
で
の

歳
月
を
、祖
師
日
蓮
上
人
と
法
華
経
の
教
え
に
従

い
、戒
律
を
守
り
ひ
た
む
き
な
仏
道
修
業
に
生
き

た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

幼
少
の
こ
ろ
よ
り
古
典
を
愛
し
、文
学
の
人
と
し

て
も
著
名
。松
永
貞
徳
や
熊
沢
蕃
山
、北
村
季
吟
、

石
川
丈
山
な
ど
様
々
な
分
野
の
人
び
と
と
交
友
関

係
を
有
し
、そ
の
多
岐
に
わ
た
る
著
作
は
多
く
が

出
版
さ
れ
、広
く
読
者
を
得
た
。

主
要
著
作
に『
龍
華
歴
代
師
承
伝
』『
本
朝
法
華

伝
』『
釈
氏
二
十
四
孝
』『
扶
桑
隠
逸
伝
』『
身
延
道

の
記
』『
温
泉
遊
草
』『
温
泉
再
遊
』『
元
元
唱
和
集
』

『
聖
凡
唱
和
』『
草
山
和
歌
集
』な
ど
が
あ
る
。

 

岡
雅
彦（
お
か・ま
さ
ひ
こ
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
。専
門
は
江
戸
文
学（
咄

本・言
語
遊
戯・一
休
俗
伝
な
ど
）、書
誌
学
研
究
。

落
合
博
志（
お
ち
あ
い・ひ
ろ
し
）

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
文
学
・
中

世
芸
能
、日
本
古
典
籍
書
誌
学
。

桑
名
法
晃（
く
わ
な・ほ
う
こ
う
）

身
延
山
大
学
講
師
。専
門
は
日
蓮
教
学
を
中
心
と
し
た
日

本
仏
教
研
究
。

長
田
和
也（
な
が
た・か
ず
や
） 

五
島
美
術
館
大
東
急
記
念

文
庫
学
芸
員
。専
門
は
日
本
近
世
文
学（
洒
落
本
な
ど
）。

中
前
正
志（
な
か
ま
え・ま
さ
し
）

京
都
女
子
大
学
教
授
。専
門
は
霊
験
譚
や
縁
起
譚
を
中
心

と
す
る
日
本
仏
教
説
話
の
生
態
に
関
す
る
研
究
。

那
須
陽一郎（
な
す・よ
う
い
ち
ろ
う
）

麻
布
大
学
附
属
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
。専
門
は
中
世

文
学
の
注
釈
書
を
中
心
と
し
た
書
誌
学
的
研
究
。

原
　
雅
子（
は
ら・ま
さ
こ
） 

千
里
金
蘭
大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で

の
和
歌・文
学
の
古
典
注
釈
通
史
か
ら
賀
茂
真
淵
を
核
に

国
学
研
究
。 

禅
哲
研
究
。

村
木
敬
子（
む
ら
き・け
い
こ
） 

五
島
美
術
館
大
東
急
記
念
文
庫
学
芸
課
長
。専
門
は
古

典
籍
書
誌
学
を
援
用
し
た
日
本
文
化
研
究
。

編
者
略
歴
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黄
泉
の
国
と
の
契
約
書

東
ア
ジ
ア
の

買
地
券

﹇
編
著
﹈

稲
田
奈
津
子 

（
い
な
だ
・
な
つ
こ
）＝
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
。　
　
　
　
　

専
門
は
日
本
古
代
史
・
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
史
。

王 

海
燕 

（
ワ
ン
・
ハ
イ
イ
ェ
ン
）＝
浙
江
大
学
歴
史
学
院
教
授
。　
　
　
　
　

専
門
は
日
本
古
代
史
・
日
中
文
化
交
流
史
。

榊 

佳
子 

（
さ
か
き
・
け
い
こ
）＝
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
専
門
職
員
。

専
門
は
日
本
古
代
史
。　
　
　
　
　
　

前
言
／
凡
例

各
論
で
取
り
上
げ
た
買
地
券
の
分
布
図

◉
中
国

建
初
元
年
買
山
地
題
記

劉
元
台
買
地
券

会
稽
亭
侯
買
地
券

C
O
LU
M
N

◎
買
地
券
に
み
え
る
神
々

繆
承
買
地
券

天
冊
元
年
買
地
券

朱
曼
妻
薛
氏
買
地
券

羅
健
夫
妻
売
買
地
券

羅
道
訓
売
地
券

C
O
LU
M
N

◎
胡
珍
妻
朱
氏
四
娘
罌

馬
氏
夫
人
墓
誌

C
O
LU
M
N

◎
江
蘇
省
蘇
州
市
新
出
の
呉
越
北
宋
買
地
券
二
点

蔡
氏
買
地
券

丘
氏
兄
弟
買
地
券

C
O
LU
M
N

◎
多
彩
な
買
地
券

◉
朝
鮮

武
寧
王
買
地
券

闡
祥
買
地
券

世
賢
買
地
券

兎
山
郡
買
地
券

C
O
LU
M
N

◎
金
柱
臣
墓
域
の
埋
誌

◉
日
本

矢
田
部
益
足
買
地
券

宮
ノ
本
遺
跡
出
土
買
地
券

C
O
LU
M
N

◎
采
女
氏
塋
域
碑
と
墓
域
の
占
有

◉
総
論

虚
実
が
交
錯
す
る
古
代
中
国
の
買
地
券…

…

王
　
海
燕

買
地
券
文
化
と
朝
鮮
・
日
本…

…

稲
田
奈
津
子

図
版
出
典
一
覧
／
参
考
文
献
一
覧
／
謝
辞
／
収
載
資
料
一
覧

も
く
じ

ば
い
ち
け
ん

ば
い
ち
け
ん

東
ア
ジ
ア
の
墓
葬
遺
構
か
ら
は
、

「
買
地
券
」と
呼
ば
れ
る
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
死
者
や
遺
族
が
、墓
地
を
正
当
に
購
入
し
た
こ
と
を
示
す

売
買
契
約
書
で
あ
り
、そ
の
多
く
は
冥
界
の
神
々
と
結
ん
だ
契
約
な
の
で
あ
る
。

古
代
中
国
に
源
を
発
し
、

朝
鮮
半
島
や
日
本
で
も
そ
の
遺
例
が
発
見
さ
れ
て
い
る「
買
地
券
」は
、

時
代
・
地
域
に
よ
り
様
々
な
特
徴
を
有
し
、

東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
史
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
残
る
特
色
あ
る
事
例
を

多
数
の
カ
ラ
ー
図
版
と
と
も
に
紹
介
、

詳
細
な
解
説
と
釈
文
・
現
代
語
訳
に
よ
っ
て「
黄
泉
の
国
と
の
契
約
書
」と
い
う

不
思
議
な
存
在
を
読
み
解
く
初
め
て
の
書
。

図
版
点
数
二
一
〇
点
以
上
！

ご送付先ご住所（通信欄）

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
東京都千代田区神田三崎町2-18-4 株式会社勉誠社 TEL.03-5215-9021 http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

冊数

冊

書 名

定価4,180円･本体3,800円
A5判並製カバー装・240頁・フルカラー

2023年3月刊行
ISBN978-4-585-32030-2 C1020

黄泉の国との契約書
東アジアの買地券
稲田奈津子・王海燕・榊佳子〈編著〉

定
価
四
、一
八
〇
円（
税
込
）

（
本
体
三
、八
〇
〇
円
）

B
５
判
並
製
・二
四
〇
頁
・フ
ル
カ
ラ
ー

二
〇
二
三
年
三
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32030-2 C1020

勉誠出版
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禅
寺
の
学
問

相
国
寺・

両
足
院
の

知
の
体
系

中
世
日
本
に
お
い
て
禅
宗
寺
院
は
、大
陸
か
ら
の
最
新
の「
知
」を
伝
え
る
場
と
し
て
、

宗
教
の
み
な
ら
ず
、政
治
・
文
化
を
支
え
る
重
要
な「
場
」で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
相
国
寺
や
建
仁
寺
両
足
院
は
、最
先
端
の
五
山
文
学
の
中
心
地
と
し
て
、

多
く
の
碩
学
を
輩
出
し
、当
時
の「
知
」を
め
ぐ
る
状
況
を

ま
ざ
ま
ざ
と
伝
え
る
資
料
が
、い
ま
も
大
切
に
伝
持
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た「
禅
寺
の
学
問―

継
承
さ
れ
る
五
山
文
学
」、

そ
し
て
、花
園
大
学
歴
史
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ
た

「
両
足
院―

い
ま
開
か
れ
る
秘
蔵
資
料
」の
成
果
を
も
と
に
、

禅
宗
寺
院
が
日
本
文
化
に
も
た
ら
し
た「
知
」の
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
。

特
集

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

「
禅
寺
の
学
問
／
相
国
寺
の
歴
史
と
寺
宝
Ⅱ
」◉
本
多
潤
子

相
国
寺
山
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の『
名
庸
集
』◉
中
本
大

天
啓
集
仗
に
よ
る
近
世
相
国
寺
一
山
派
の
復
興

―

三
祖
師
頂
相
制
作
を
中
心
に
◉
本
多
潤
子

相
国
寺
慈
雲
院
本「
対
馬
以
酊
眺
望
之
図
」の
成
立
に
つ
い
て
◉
米
谷
均

花
園
大
学
歴
史
博
物
館「
両
足
院

―

い
ま
開
か
れ
る
秘
蔵
資
料
」◉
片
山
真
理
子

五
山
学
芸
の
経
済
的
背
景

―

建
仁
寺
両
足
院
を
例
と
し
て
◉
金
文
京

以
酊
庵
輪
番
に
つ
い
て

―

両
足
院
・
高
峰
東
晙
の
例
を
中
心
に
◉
片
山
真
理
子

斯
道
文
庫
に
よ
る
両
足
院
蔵
書
調
査
に
つ
い
て

―

第
二
十
五
番
函
を
例
に
◉
堀
川
貴
司

﹇
美
術
館
紹
介
﹈相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
◉
本
多
潤
子

﹇
博
物
館
紹
介
﹈花
園
大
学
歴
史
博
物
館
◉
片
山
真
理
子

特
集

連
載

書
籍
文
化
史
料
片
々
・
番
外
◉
鈴
木
俊
幸

・
浄
瑠
璃
本
の
流
通―

抜
本
表
紙
に
捺
さ
れ
た
仕
入
印

書
物
の
声
を
聞
く
書
誌
学
入
門
◉
佐
々
木
孝
浩

松
朋
堂
新
収
古
書
解
題
◉
佐
藤
道
生

・
梵
字
母
略
伝　
〔
平
安
初
期
〕写

・一黙
稿　
春
屋
宗
園
撰 

慶
安
三
年 
翠
巖
宗
珉
令
写

書
籍
は
ど
う
動
い
た
の
か―
近
代
書
籍
流
通
史
料
の
世
界
◉
磯
部
敦

・『
改
正
日
本
地
誌
略
暗
記
問
答
』に
み
る
奈
良
の
売
弘
人
た
ち（
上
）

―

地
域
の
書
物
文
化
環
境
を
調
べる
た
め
に（
２
）　

編
集
部〈
編
〉

定
価
一
、九
八
〇
円（
税
込
）

本
体
一
、八
〇
〇
円（+

税
）

Ｂ
５
判
並
製
・
九
六
頁（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

二
〇
二
三
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30722-8 C1000

ご送付先ご住所（通信欄）

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
東京都千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

冊数

冊
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日
本
に
は
紙
や
絹
を
基
底
材
と
す
る
多
く
の
文
化
財
が
伝
存
し
て
い
る
。

環
境
や
利
活
用
に
影
響
を
受
け
や
す
い
脆
弱
な
文
化
財
を
守
り
、伝
え
て
い
く―

。

こ
の
特
筆
す
べ
き
日
本
の
文
化
は
、ど
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。

そ
こ
に
は
、文
化
財
と
真
摯
に
対
峙
し
た「
ひ
と
」、そ
し
て

試
行
錯
誤
の
な
か
で
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
修
理
保
存
に
関
わ
る「
も
の
」「
わ
ざ
」が
あ
っ
た
。

文
化
財
を
次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
、研
究
者
、装
潢
師
の
人
び
と
は
、

何
を
考
え
、ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
き
た
の
か
。

一
〇
〇
年
を
越
え
て
コ
レ
ク
シ
ョン
を
今
に
伝
え
て
き
た
香
雪
美
術
館
の
修
理
事
業
を

紐
解
く
こ
と
で
、文
化
財
を
考
え
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
。

連
載

書
物
の
声
を
聞
く
書
誌
学
入
門﹇
第
21
回
﹈◉
佐
々
木
孝
浩

松
朋
堂
新
収
古
書
解
題﹇
第
四
回
﹈◉
佐
藤
道
生

書
籍
は
ど
う
動
い
た
の
か

―

近
代
書
籍
流
通
史
料
の
世
界﹇
第
五
回
﹈◉
磯
部
敦

編
集
部
〈
編
〉

定
価

一
、九
八
〇
円（
税
込
）

本
体
一
、八
〇
〇
円（+

税
）

Ｂ
５
判
並
製
・
一
二
〇
頁（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

二
〇
二
三
年
四
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30724-2 C

1000

わ
ざも
の・

ひ
と・
文
化
財
を
つ
な
ぐ

香
雪
美
術
館
書
画コレクション
を

支
え
る
装
潢
修
理
の
世
界

〈
序
論
〉香
雪
美
術
館
の
書
画
コレ
ク
ション
と
作
品
修
理
事
業
◉
大
島
幸
代
・
林
茂
郎

第
一
部
　
紙
も
の
修
理
の
現
場

「
上
畳
本
三
十
六
歌
仙
　
猿
丸
大
夫
」に
み
る
紙
作
品
の
修
理
◉
郷
司
泰
仁

﹇
わ
ざ
のコ
ラム
﹈折
れ
伏
せ
◉
星
育
子

「
法
華
経
絵
巻
」の
修
理
か
ら
◉
大
島
幸
代

﹇
わ
ざ
のコ
ラム
﹈《
紙
も
の
》作
品
の
修
理
事
情―

「
相
剝
ぎ
」◉
大
山
昭
子

﹇
も
の
のコ
ラム
﹈タ
ト
ウ
箱
◉
坂
田
さ
と
こ

「
大
慧
宗
杲
墨
蹟 

尺
牘 

才
長
老
宛
」の
表
具
と
添
状
◉
大
島
幸
代

﹇
わ
ざ
のコ
ラム
﹈「
大
慧
宗
杲
墨
蹟 

尺
牘 

才
長
老
宛
」の
修
理
か
ら

―

旧
補
修
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
◉
川
村
洋
史

岩
佐
又
兵
衛「
堀
江
物
語
絵
巻
」の
修
理
と
旧
表
装
◉
林
茂
郎

﹇
も
の
のコ
ラム
﹈太
巻
添
軸
◉
星
育
子

装
潢
師
が
み
た
紙
◉
鈴
木
裕

補
彩
◉
亀
井
亮
子

第
二
部
　
絹
も
の
修
理
の
現
場

「
聖
徳
太
子
絵
伝
」の
修
理
と
補
修
絹
◉
郷
司
泰
仁

﹇
わ
ざ
のコ
ラム
﹈補
修
絹
◉
袴
田
尚
志

鳥
文
斎
栄
之「
美
人
夏
姿
図
」の
裏
側（
肌
裏
紙
と
裏
彩
色
）◉
林
茂
郎

﹇
わ
ざ
のコ
ラム
﹈旧
肌
裏
紙
を
剝
が
す
こ
と
◉
伊
加
田
剛
史

絹
織
製
作
技
術

―

東
京
文
化
財
研
究
所
に
お
け
る
調
査
を
通
じ
て
◉
菊
池
理
予

絵
絹
は
時
代
に
よ
って
変
化
す
る

―

『
古
代
中
世
絵
絹
集
成
』刊
行
に
寄
せ
て
◉
泉
武
夫

第
三
部
　
装
潢
修
理
を
支
え
る
理
念

表
装
裂
地
取
り
合
わ
せ
考
◉
岡
岩
太
郎

近
現
代
表
装
技
術
小
史―

掛
軸
の
裏
打
と
裏
打
紙
◉
中
野
慎
之

特
集

ご送付先ご住所（通信欄）

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4 株式会社勉誠社　TEL.03-5215-9021 http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025
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冊
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矢
野
貫
一〈
著
〉

定価16,500円（税込）
本体15,000円

A5判・上製カバー装・752頁
ISBN 978-4-585-39011-4　C3095

2022年11月刊行

古
典
文
学
に
お
け
る
中
心
地
京
都
、

そ
し
て
、古
典
文
学
に
現
れ
る
生
き
物
を
考
え
る
た
め
の
事
典
的
著
作

古
代
か
ら
近
現
代
に
及
ぶ
博
覧
強
記
の
知
識
よ
り
京
都
各
所
の
地
名
や
伝
承
を
考
察
、

ま
た
、文
学
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
視
角
か
ら
古
典
文
学
に
お
け
る
生
き
物
た
ち
を
論
じ
た
、

碩
学
・
矢
野
貫
一
の
珠
玉
の
著
作
集
。

京
都
文
化
お
よ
び
動
植
物
の

国
文
学
的
探
究

矢
野
貫
一
著
作
集

矢
野
貫
一（
や
の
・
か
ん
い
ち
）

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。京
都
市
立
堀
川

高
等
学
校
教
諭
、同
定
時
制
教
諭
、愛
知

県
立
女
子
短
期
大
学
教
授
兼
愛
知
県
立

大
学
教
授
、京
都
外
国
語
大
学
教
授
を
歴

任
。二
〇
一
八
年
逝
去
。

著
書『
京
都
歴
史
案
内
』（
講
談
社
、一
九
七

四
年
）、『
雲
が
く
れ
六
帖
』（
和
泉
書
院
、一

九
八
八
年
）、編
著
書『
近
代
戦
争
文
学
事

典
』第
1
輯
〜
第
14
輯（
和
泉
書
院
、一
九

九
二
〜
二
〇
二
〇
年
）、『
角
川
古
語
大
辞

典
』（
共
編
著
、角
川
書
店
、一
九
八
二
年
〜

一
九
九
九
年
）、『
日
本
文
学
史
辞
典
』（
共

編
著
、京
都
書
房
、一
九
八
二
年
）、『
日
本

文
学
説
林
』（
共
編
著
、和
泉
書
院
、一
九
八

六
年
）な
ど
。

﹇
執
筆
者
紹
介
﹈

序
…
浜
田
啓
介

弁　

言
…
矢
野
貫
一

Ⅰ　

京
都
の
国
文
学
的
検
討

山
河
襟
帯
／
大
覚
寺
沿
革
／
河
原
院
／
中
川
考
／
梛
の
宮
由
緒
／
釘
抜
地
蔵
尊
／
洛
北
洛
西
の
古
い
道
を
た
ど
る
／
平
安
住
所

録
／
東
山
三
十
六
峰
／
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